
指定管理導入施設実績評価シート（平成29年度）
 

未来まちづくり部公園緑地課

使用料収入 目標 25,131,000 円 ⇒ 実績 25,514,276 円

稼働率 目標 10 ％ ⇒ 実績 9.6 ％

利用者数 目標 119,685 人 ⇒ 実績 141,573 人

【主な自主事業実施による成果】　びわ湖大花火大会有料観覧席は過去最高の2,496名のお客様にご来場いただいた。

施設の設置目的の達成

職員の勤務実績・配置状況・労働条件

□ 事業計画書に沿った職員を配置していたか。

□ 必要な資格、経験を有する職員を確保していたか。

□ 出勤状況、勤務形態等、労働条件が適正であったか。

□ 障害者の雇用促進に努めていたか。

職員の研修

法令等遵守

□ 関係法令、条例等を遵守していたか。

個人情報保護・情報公開

管理記録

□ 業務日誌等を適切に整備、保管していたか。

□ 点検結果や修繕履歴等を適切に記録・保管していたか。

連絡体制

□ 市と指定管理者間で十分に連絡、調整を行っていたか。

緊急時対応

□ 事故・災害等の緊急時の連絡体制が確保されていたか。

□

《Ⅰ総　括》 業務の実施体制に関する評価 【標準８項目／当施設８項目】

施設所管課

当指定管理者は当施設の上記４つの設置目的を十分に意識し、施設運営を行っていた。特に②④について最も力を入れており、イングリッシュガーデンの入園者数は昨
年度に引き続き５万人越えを達成した。また、平成28年度から環境省の事業に参画し、当施設を環境学習の拠点として活用する取組みも引き続き進められており、今後
県内外の認知度が高まることで更なる利活用の促進が期待できる。

他方、現指定管理者に変わって以降２年間は収支が赤字であったが、昨年度から黒字に転換し、平成29年度においても自主事業収入の好調によって収支黒字を達成し
た。管理事業である貸室の稼働率など課題はあるが、施設利活用への取組と運営の健全化において評価できる結果となった。

総合評価コメント

平成26年4月1日　　　～　　　平成31年3月31日

京阪・琵琶湖汽船グループ

事業計画書、月報、事業報告書、その他報告書等の提出や内容が適正であったか。

□

□

施　設　名

指定管理者

指定期間

指定管理料

主な成果
（自主事業含む）

Ⅰ
実
施
体
制

□

□

年額38,689,000円（平成29年度） （総額205,773,000円）

設置目的

①びわ湖の自然を活かした環境学習施設として利活用を図る。
②琵琶湖畔に位置する観光スポットとしての利活用を図る。
③学生や地域住民、ボランティア団体等の協働の場として利活用を図る。
④ロケーションを活かしたイベントの場として利活用を図る。

業務内容
管理事業
自主事業（飲食事業、ブライダル事業、売店事業等）

施設の設置目的を十分に理解し、それを踏まえ管理運営に努めていたか。

環境省のESD拠点事業に参画しており、滋賀県琵琶湖保全再生課や他の市町村と連携した修学旅行生を受け入れる為のプログラム「琵琶湖の教科書化事業」を作成した。

コミュニティーガーデナー養成講座を引き続き実施し、地域の方と緑化に努めた。

総合評価

Ⅰ～Ⅳによる
総合評価

B
 (良好)

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由

職員に対する利用者からのクレームも少
なく、教育は行き届いている。

所管課確認事項

A
 (優良)

上記①環境省事業の拠点事業に参加し、事
業を進めている。また、琵琶湖汽船所有の学
習船megumiを使用し、環境学習クルーズを
行った。

③実績は例年並みだが、コミュニティガーデ
ナー養成講座を活用し、ガーデンボランティ
アのスキルアップを図った。また、成安造形
大学と協働でイルミネーションのデザインを
行った。

B
 (良好)

上記①～④の設置目的を踏まえた管理
運営に努め、継続した取組ができてい
る。

所管課評価

グループ全体での法令遵守の意識は高
い。職員の時間外勤務の管理について
も静脈認証システムを導入するなど、適
正な労働時間の管理にも取組んでいる。

事業計画書、
日報、
勤務表、
資格証、
実地調査

B
 (良好)

適正人員を確保し、労働環境の維持に努め
た。直接の障害者雇用はないが、自立支援
施設と連携し、就労体験を受け入れている。

B
 (良好)

対人での接客業務が多いという性質上、
障害者の直接雇用は募集しても応募が
ない状況とのこと。

事業計画書、
事業報告書、
研修資料等

B
 (良好)

新規職員には琵琶湖汽船の接遇マニュアル
を活用し、研修を行っている。年度末に必要
な研修を実施した。

B
 (良好)

頻度、内容ともに適正な連絡が行われて
いた。

協定書、
管理方法（実地
調査）

B
 (良好)

個人情報については、鍵付のロッカーで管
理する等して、適正に管理している。

B
 (良好)

適切に管理されている。

年２回の全員参加型の訓練を実施して
いる。連絡体制も整っている。

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行うなど、職員への指導徹底を
図っていたか。

日報、
点検結果等関係
書類、実地調査

B
 (良好)

点検報告書等は年度毎にファイルで管理し
ている。

B
 (良好)

適切に管理されている。

事業計画書、
事業報告書等関
係書類

B
 (良好)

都度連絡を取り、調整を行っている。報告内
容も適正である。

事業計画書、
事業報告書

事業計画書、
事業報告書、
緊急時対応マ
ニュアル

B
 (良好)

定期的に訓練を実施し、職員への指導を徹
底している。連絡体制も確保できている。

B
 (良好)

B
 (良好)

A
 (優良)

京阪グループとしてコンプライアンス強化に
取り組んでおり、必要な研修も行っている。

A
 (優良)

個人情報・情報公開の取り扱いについて、協定書に基づき適切に行っていたか。

事業計画書に基づき、業務に必要な研修、教育が実施できたか。

仕様書、
関係書類等、
実地調査

 B (良好)  B (良好)

柳が崎湖畔公園（びわ湖大津館を含む。）
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指定管理導入施設実績評価シート（平成29年度）
 

施設管理

□ 開館日、開館時間を遵守していたか。

□

利用状況

□

利用者対応

□

□ 服装、言葉遣い、接客態度等の接遇は適切であったか。

□ 利用者に対して設備、備品等を適切に提供したか。

事業運営

□ 事業計画書に則し、事業を計画どおり実施したか。

□ 施設の設置目的に沿った自主事業を実施したか。

□ 利用者の満足度を高める工夫がされたか。

□

維持管理

□

□ 修繕が必要な箇所について、適切に対応したか。

□ 日常の清掃、保安、警備は適切に実施しているか。

□ 備品台帳に基づき備品を管理、修繕したか。

□

情報提供

□

□ ホームページの管理は適切に行っていたか。

環境配慮

□

意見・要望・苦情

□

□

利用者アンケート

□

《Ⅱ総　括》 業務の内容・水準に関する評価　【標準９項目／当施設９項目】

経理事務

□ 専用口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行ったか。

□ 経理区分を設け、指定管理料を適正に執行していたか。

□

収支状況

□

□ 収支状況が対前年度比及び当初の目標を達成しているか。

経費節減の取組

□

□

《Ⅲ総　括》 経費の収支等に関する評価　【標準３項目／当施設３項目】

その他

□ 努力事項として掲げた○○○○の取り組みを推進したか。

《Ⅳ総　括》 その他に関する評価　【当施設１項目】

【施設所管課】

※評価基準：項目別評価、《総括》、総合評価の評価基準（A～D）は、モニタリングチェックシートと同様とする。

料金徴収、減免、還付の手続きは適切に処理していたか。

予算と決算に大幅な相違がなく、収入―支出はプラスとなっているか。

経費削減に向けた取り組みを積極的に実施し、その効果が上がったか。

清掃、警備、保守点検、修繕等の再委託が適切な水準、内容で実施されたか。

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じていたか。

利用者数、稼働率等が前年度実績や目標と比較し適正な水準であったか。

利用許可や案内等、職員の応対は迅速かつ適切に行ったか。

自主事業の実施により市民サービスの向上に効果があったか。

施設、設備の保守管理(点検・修繕)を計画的に実施したか。

庭園入園者数は前年より若干減少したが、
会議室等の稼働率が上昇した。

B
 (良好)

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課確認事項

B
 (良好)

職員に対する利用者からのクレームも少
なく、教育は行き届いている。

Ⅱ
内
容
・
水
準

事業計画書、
日報

B
 (良好)

開館時間は遵守している。見回り点検により
危険箇所等を未然に発見し、随時修繕を
行っている。

B
 (良好)

適切に管理されている。

事業計画書、
事業報告書

B
 (良好)

事業計画書、
事業報告書、
自主事業計画
書、実地調査

A
 (優良)

事業計画どおり実施した。利用促進に向け、
毎月様々なイベントを行った。

B
 (良好)

利用促進に向けた運営が計画通りに実
施されていた。

グループ間の連携を活かし、前年度より
減少したものの高い利用者数実績を維
持した。稼働率も上昇した。

業務マニュア
ル、意見・苦情
等受付簿、アン
ケート、実地調
査

B
 (良好)

接客マニュアルを活用し適切な来館者対応
を行っている。外部講師による接客研修も
行った。

仕様書、
備品台帳、
点検結果、
委託契約書、
実地調査

B
 (良好)

備品は適切に管理している。
修繕に関しては、計画以上に実行している。

B
 (良好)

利用者の安全性や満足度向上につなが
る修繕に積極的に取組むなど、評価でき
る。

植栽、樹木等の維持管理を定期的に実施し、美観が保たれていたか。

パンフレッ
ト・ホーム
ページ等、
実地調査

A
 (優良)

フェスタ毎にチラシの作成や、定期的に
facebookやインスタグラムを活用し情報発信
に努めている。

B
 (良好)

各種ＳＮＳを活用するなど、積極的な広
報活動を行っている。

施設案内、事業の開催案内等のパンフレット類を整備し、情報発信に努めていた
か。

関係書類、実
地調査

B
 (良好)

裏紙の利用等、可能な限りリサイクルしてい
る。館内照明も順次LED化している。

B
 (良好)

環境への配慮、リサイクルの推進に取組
んでいる。省資源、省エネルギー等環境への配慮、リサイクル等の推進等に努めていたか。

事業計画書、
事業報告書、
日報、アン
ケート

B
 (良好)

ご意見が記入できる用紙の設置やHPに意見
が書き込めるようにしている。　ご意見に関し
ては、対応可能なものから順次対応してい
る。

B
 (良好)

要望・苦情等に対して迅速に対応できて
いる。把握する体制も整っている。また、
近隣の自治会と交流を持つなど、地域に
おける関係性を大切にしている。

意見・要望・苦情等を把握する仕組みを確立しているか。

要望・苦情等の対応に迅速かつ適切に対応し、可能なものは管理運営に反映してい
たか。

事業計画書、
アンケート、
実地調査

B
 (良好)

イベント時等に利用者アンケートを実施して
いる。

B
 (良好)

日常的な利用者からのニーズを把握す
る仕組みの構築にも取り組むよう指示し
た。

利用者アンケート調査等を実施するなど、利用者ニーズを積極的に把握し、その結
果を管理運営に反映していたか。

 B (良好)  B (良好)

Ⅲ
収
支
等

預金通帳、出
納帳、利用申
請書・減免申
請書等、実地
調査（金庫等）

B
 (良好)

POSレジや京阪グループの経理ソフトを利用
し、適切に管理している。
指定管理料も適正に執行している。

B
 (良好)

適切な経理事務が行われており、グ
ループによる監査も行われている。

事業計画書、
事業報告書

A
 (優良)

来館者増加の取組が功を奏し、収支は改善
された。当初の目標を十分達成している。

B
 (良好)

目標は概ね達成されている。稼働率向
上に向けた新しい取り組みに挑戦するよ
う指摘。

仕様書、事業
計画書、委託
契約書、実地
調査

B
 (良好)

京阪の集中購買制度に登録し、消耗品が安
価に購入できるようになった。また、備品購
入や修繕などは2社以上から見積もりを取
り、経費削減に努めている。再委託に関して
も適正である。

B
 (良好)

限られた予算で最大の効果をあげるた
めの姿勢が年間を通じて見受けられた。

 B (良好)

Ⅳ
そ
の
他

実地調査

※評価手順：

特記事項等
(課題・成果)

【指定管理者】

今年度は成安造形大学との産学連携を実施することが出来たので、来年度も継続してより良い関係を構築していきたい。
イングリッシュガーデンの入園者が昨年より少し減少したものの2年連続で50,000名以上の方にご来園頂けたので、さらにご来園頂けるよう他の施設とも連携をしていきたい。
年々修繕箇所が増えていき、1カ所の修繕費用が100万円を超えるものが多数ある。早期に修繕計画を立て、計画を進めていかなければ施設の運営が出来なくなる可能性がある。

自主事業も含めて、施設の設置目的を考慮した事業の実施に努めていた。
また、積極的に施設の修繕・改修に取り組むなど、長期を見据えた施設管理に努めていた。

 B (良好)

指定管理者自己評価 所管課評価 行政改革推進課（ホームページ等により結果公表）指定管理者
提出 通知

送付
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